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 『万葉集』 1418の歌に、  
  
      志貴皇子
















え出づる春になりにける 4  






とだ」と口語訳している（ p.167）。原文は、石激  垂見之上乃  
左和良妣乃  毛要出春尒  成来鴨。  
 
 ワラビ（蕨、学名： Pte r id ium aqui l inum）は、山地の日当たり
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にわたって航海や漂流によって移動していた、と考えている。









野」については、具体的な手掛かりを示さなか った 2 0 2 )。その説
は、重要な問題提起であった。  
 次いで、井上夢間氏は 2 0 3 )、「枯野」等の言葉とカヌーとの関
係について、種々の事例を紹介しつつ、基本的で重要な事柄を
次のように簡潔に説明している 2 0 4 )。  
 
   私も大筋としては同じ考えですが、茂在氏がいささか乱  
  暴にこれらの語を一括して同一語とされているのに対し、  
  私はこれらはそれぞれ異なった語で、ポリネシア語の中の  
  ハワイ語によって解釈が可能であると考えています。  
   カヌーは、一般的にはハワイ語で「ワア、 WAA」と呼ば  
  れます（ハワイ語よりも古い時期に原ポリネシア語から分  
  かれて変化したとされるサモア語では「ヴア、 V A'A」、ハ  
  ワイ 語よ り も 新し い時 期に 原 ポ リネ シア 語か ら 分 かれ たが 、  
  その後変化が停止したと考えられるマオリ語では「ワカ、  
  WAKA」）。しかし、カヌーをその種類によって区別する  
  場合には、それぞれ呼び方が異なります。  
   ハワイ語で、一つのアウトリガーをもったカヌーを「カ  
  ウカヒ、 KAUKAH I」と呼び、双胴のカタマラン型のカヌー  
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  を「カウルア、 KAULUA」（マオリ語では、タウルア、  
  TAURUA）と呼びます 2 0 5 )。ハワイ語の「カヒ、 KAH I」は  
  「一つ」の意味、「ルア、 LUA」は「二つ」の意味、「カ  
  ウ、 KAU」は「そこに在る、組み込まれている、停泊して  
  いる 」と い っ た意 味で 、マ オ リ 語の これ に相 当 す る「 タウ 、  
  TAU」の語には、「キチンとしている、美しい、恋人」と  
  いった意味が含まれていることからしますと、この語には  
  「しっかりと作られた・可愛いやつ」といった語感がある  
  のかも知れません。  
   これらのことからしますと、『古事記』等に出てくる  
  「からの」または「からぬ」、「かるの」は、ハワイ語の  
「カウ・ラ・ヌイ」  
  KAU- LA-NU I (kau  = to  p l ace ,  to  s e t ,  r e s t  =  canoe;  l a  =  sa i l ;  
  nui  =  l a rge)、「大きな・帆をもつ・カヌー」  
「カウルア・ヌイ」  
  KAU LUA -NU I (kaulua  =  doub le  canoe ;  nui  =  l a rge )、「大き  
  な・双胴のカヌー」の意味と解することができます。  
   また、「かのう」は、ハワイ語の  
「カウ・ヌイ」  
  KAU-NUI (kau =  to  p l ace ,  t o  s e t ,  r es t  =  canoe ;  nu i  =  l a rge )、  
  「大きな・カヌー」の意味と解することができます。  
   以上のように、記紀に出てくる言葉で日本語では合理的  
  に解釈できない言葉が、ポリネシア語によって合理的に、  






















































いる（ p.135） 3 1 2 )。  






ねさせた」 3 1 3 )とあり、小島他（ 1994）は、「天鴿船」に「天上
を鳩のように早く飛ぶ意。「鴿」は享和本『新撰字鏡』に「也
万波止」。記は天鳥船神を遣わす」と頭注を付している  























3 1 5 )とあり、小島他（ 1994）は、「天磐船」に「天上界の磐のよ
うに堅固な船」と頭注を付している（ p.194） 3 1 6 )。  
 「天」を「天上界」と解釈しているが、この解釈で正しいの





















 茂在寅男氏は、天について、次のように述べている 3 2 1） 。  
 
   ……アマというのは、天、海の両方の意味にとれる、冠  
  語的な形容詞であるといわれてきた。そして『日本書紀』  
  の文脈のなかでは、それもいちおうはうなずける解釈であ  
  った。しかしこの場合、「天」という漢字からいったんひ  
  きはなして、 AMAの発音だけで考えると、つぎのようなポ  
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  リネシア語の意味が浮かびあがる。  
   アマ＝カヌーのアウトリガーという腕木の先についてい  
  る浮木
フ ロ ー ト
。すなわちカヌーのアウトリガーについている縦方  
  向の木。  
  
   AMA= Out r igger  f l oat ;  the  l ongi tud ina l  s t i ck  o f  t he  out r igger  
   of  a  canoe . 3 2 2 ) 
  
   アウトリガーのフロートというのは、カヌーの転覆をふ  
  せぐためにつけられた、かんたんな装置である。カヌー本  
  体の横から何本かの細い腕木を出して、その先に、船型の  
  浮木をつける。浮木の長さは、長いもので本体の八割にま  
  で及ぶこともある。  
   なお「記紀」に「冠詞」として数多く出てくる 天
ア マ
という  
  言葉を、なぜこの場合だけアウトリガーと解するのか、と  
  いう疑問も出るはずである。しかしカエルという言葉がゲ  
  コゲコ鳴く動物だけでなく、帰る、変える、の意味を持つ  
  こともある。どこの国の言葉にも、いくつか複数の意味を  
  もつ同表音の単語、多義語が多数存在している。  
   こ の事 情 は 現代 も古 代も 、 さ ほど 変わ りが な い であ ろう 。  
  さらにアマノイワフネの場合、とくに海または船に強く結  
  びつく点で、 AMA＝アウトリガーの浮木説を採用しても無  












と同じく 3 2 3 )、アマという外来語の音
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声情報を書き記したものであり、 天
あ ま







と考えられる 3 2 4 )。一方、  
「磐 」は 、現 代 日 本語 では 鳥の 意 味 を持 たな いが 、 鳥 、鴿 、磐 、
の三者が同類の情報を伝えているのであれば、「磐」は、イワ
という名称の鳥、ではないだろうか。  
茂在氏は、磐について、次のように述べている 3 2 5 )。  
 
   しかし「イワ船」のイワを、文字どおり「岩・石・磐」  
  の意に解釈するには、疑問が最後まで残る。岩の船は水に  
  浮かばないからである。これらの言葉は「いい伝えられた  
  言葉」を、単に文字に表現して記録したもの、つまり「当  
  て字」と考えるべきなのではない  
  だろうか。  
   したがって問題は、アマノイワフネという表音である。  
  ……イワという発音に、何か手がかりはないかどうか。と  
  くにイワが何か船にかかわるとすれば、それが第一歩とな  
  るはずである。  
   私は、あるとすれば、黒潮によって移入した南方系の言  




  したのである。  
   私は、……。  
   ……。  
 現代ハワイ語の辞書のなかに、古代ポリネシア語などの  
表音が併記されている一冊があった。そのあるページに、  
  めざす言葉があった。イワ ‘ IWAがみつかったのである。そ  
  してその意味は、軍艦鳥であった。  
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    ‘ IWA=Fr igat e  o r  man -o f -war  b i rd .  
 
  鳥で方角を知る船  
   イワ＝軍艦鳥。これは単なる偶然だろうか。鳥はむかし  
  から、航海に欠かせない動物であった。そのなかでもとく  
  に軍艦鳥は、「航海の案内鳥」として、むかしからポリネ  
  シア人によって、南方で利用されていた鳥である。  
   この鳥は、巣を島の木の上に作る性質がある。朝早く島  
  を飛び立って、夕刻に島へ帰り、昼の間は長時間海の上を  
  飛びつづける性質をもっている。このため、朝夕の飛行方  
  向から、島の存在を船乗りに知らせてくれるのである。主  
  として熱帯の海に住み、カツオドリなどの海鳥から食物を  




   もしイワフネを「軍艦鳥の船」と解するならば、「軍艦  
  鳥によって方向を定める船」の意味になる だろう。『古事  
  記』のイワフネ、『日本書紀』のイワクスブネのイワは、  
  こう考えると、きちんと船に符合する言葉である。  
   鳥をもちいた航海術は、古代から広く行なわれていた。  
  日本 にお い て は、 軍艦 鳥の 役 割 はカ ラス など に か えら れた 。  
  陸が見えないほど遠い沖に船が出てしまった場合、カラス  
  などを放してやって、それが飛んで行く方向、すなわち陸  
  地の方向をみつけ出したのだと考えられている。  
   ここで問題となるのは、イワをハワイ語の ‘ IWAにそのま  
  まおきかえていいのかどうかである。かりにイワを「正  
  確」にローマ字で表に
マ マ
するとすれば IWAとなる。この IWA 
  と ‘ IWAとは、完全に同じ発音ではないのである。  
   IWAの前に  ‘  がついていても、日本語で書けばイワとし  
  か書けないのだが、専門的にはこのイは声門閉鎖音がとも  
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  なう「イ」である。これをさらに古代ポリネシア語にまで  
  さかのぼると、 K IWAつまりキワという発音になる。だから、  
  イワフネではなくて、キワフネでなければならない、とい  
  う議論が生ずるであろう。  
   しかしキワがイワに変わったのは何世紀ごろか、また、  
  たとえ「記紀」以前にキワだったとしても、当時の倭人に  
  はイワとしか聞きとれなかったのではないか、などの問題  












ついて述べた文章をもう一つ見ておきたい 3 3 1 )。  
  
   …… アマ ノ イワ フ ネと は 、 ポ リネ シ ア語 的 に 解 釈す れ ば、  
  「アウトリガー付きカヌーの鳥船」ということになる。  
    かんたんに鳥船と書いてしまったが、前にも述べたよ  
  うに、むかしの航海術では鳥を切り離して考えられな かっ  





  まっていることや、「記紀」には数多くの「鳥船」の語が  
  出てくるので、おいおい理解されるものと思う。  
   つぎに『古事記』の「鳥之磐楠船」についてである。  
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   天鳥船についてはつづいて述べるが、この「楠船」が問  




  いる。ひとつには「楠」の字がそれ自体、「クスの木」と  
  いう強い意味を指し示すこともあり、楠が船材に適してい  
  ることもあって、右のように考えるしだいである。  
   し たが っ て イワ を「 鳥」 と ポ リネ シア 語義 で 解 釈す れば 、  
  「楠製の鳥船」となる。ただしこのとき、正確にはトリノ  
  イワ クス ブ ネ であ るか ら、 「 ト リの 楠製 の鳥 船 」 とな って 、  
  鳥が二重になってしまう。  
   このようなことは、……。  
   しかしここで、さらにもう一段深く掘りさげた考察も、  
  できるのではないだろうか。私はトリという表音に注目し  
  たのである。  
   古代ポリネシア語で「トリ（ TOLI）」というのは、現代  
  ハワイ語では「コリ（ KO LI）」に変化している。その意味  
  は「木や蜜柑の皮をむく。木の表面を薄くけずって形を整  
  える」という意味である。  
   この解釈でいくと、「トリノイワクスブネ」は「楠の表  
  面をけずって形を整えた船」という翻訳も成り立つ。この  
  かぎりでは少なくとも、「磐の船」とか「石の船」など、  
  水に浮かべる実用船としてありえない解釈よりも、よほど  
  現実性がある。  
   ま た、 「 磐 のよ うに 堅い 楠 」 など もあ りえ な い ので ある 。  
  楠の木には楠の木独特のやわらかさが、最後まで残ってい  
  る。コクタンやリグナンバイタという木ならばともかく、  
  あくまでも「磐のように堅い」の形容は、楠に関するかぎ  
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  り不自然と考えるが、読者のご意見はどうであろうか。  
   こ うな る と 、イ ワク スブ ネ の 別名 「ア マノ ト リ フネ 」は 、  
  「木 をけ ず っ て造 った アウ ト リ ガー 付き カヌ ー 」 とな って 、  
  これもたいへんスムーズである。とくに無理のない解釈で  
  あろう。  
  






 茂在氏は、 t o l i（ kol i .  v t .  To  whi t t l e ,  pa re ,  sha rpen ,  peel ;  t o  t r im ,  




































































































 珍敷塚古墳壁画  
 辰巳和弘『「黄泉の国」の考古学』講談社 1996年 p.130 
 










が「ホットコーヒー（ hot  co f fee）」の略称であり、「ぱと」が
「パトロールカー（ pat ro l  ca r）」の略称であるという知識が必
要なのである。  





































ある（ p.1168）。  
 
   たる -み【垂水】  
    ①〘名〙垂れ落ちる水。滝。瀑布（ばくふ）。  
    ②㊀兵庫県神戸市の区名。昭和二一年（一九四六）須  
     磨区から分離して新設された。市の西部にあり、明  
     石海峡に臨む。塩屋・舞子ノ浜などは、古くから白  
     砂青松の景勝地として知られる。同五七年に西区を  
     分区。  








[ 16 ]  
の前に、「垂」と書いてあるから「垂れる」で良いのではない







日、アルファベットで t au rua（船 -二つ、双胴船）と表記する単
語である。漢字しか書けない頃の古代日本人は、この音声情報
を、漢字で、垂、と書き記したのである。  
 志貴皇子の歌の原文にある垂見とは、 t au rua（双胴船）を見か
けるところ、のことであり、垂水もほぼ同義で、 t au rua(双胴船 )
がいる水面 /水域の意である。元は普通名詞であるが、「タル  
ミ」 と長 年言 い 慣 わさ れる と、 そ れ が定 着し 、固 有 名 詞と なる 。
順序として、「タルミ」という音声が先にあって、それを書き
記すために「垂見 /垂水」という表記が後からできたことは言う
までもない。「タルミ」を表記する時に、 t au rua（双胴船）を見
かけ ると ころ 、 と 捉え た者 （志 貴 皇 子） は、 垂見 、 と 書き 記し 、
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   近江の荒れたる都 1を過ぎし時 2に、柿本
かきのもと
朝臣






   歌  









さ さ な み







の国 の 楽浪 の 地 の 大津 の 宮に … … 」 と口 語 訳し て い る （ p.63）。
原文は、……  石走  淡海國乃  樂浪乃  大津宮尒  ……。  




[ 18 ]  
 中西（ 1978）の口語訳は、投げたようにも見えるが、今や、
私たちは、柿本人麻呂は、岩の上をほとばしる水、と脈絡が認


























訳している（ｐ .138）。原文は、石走  垂水之水能  早敷八師  













れる 4 0 3 )。  
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〔注〕  
101)『広辞苑』第五版には、つぎのような解説がある (p.2880)。  
  わらび【蕨】イノモトソウ科のシダ。山地の日当りのよい乾燥  








と表記を変えることで、垂れ 落ちる水を経  
て滝に何とか解釈し、しのいでいるように見受けられる。  




見」は、表記の通り、垂 /タル /たる / t a u ru a（双胴船）がよ  
く見られるところ、の意味である。  
201)『古事記』（下巻、仁徳天皇）の原文表記は、加良奴（荻原浅  
男、鴻巣隼雄（ 1973） p.289）、加良怒（山口佳紀、神野志隆光  
（ 1997） p.304）。  
  『日本書紀』（巻第十、応神天皇）の原文表記は、 訶羅怒（小  
島他（ 1994） p.492）。  




204)これは、管見に入った最も有 用な知見である。井上氏は、ここ  
では慎重に、 ka u  =  t o  p l ace ,  t o  s e t ,  r e s t  =  ca noeと説明しているが、  
自 身 の Ｈ Ｐ （ 夢 間 草 廬 、 h t t p : / / www. i r i s .d t i . ne . j p / ~ mu ke n / ） で は 、  
kau  =  ca no eとしている。 Mar y  Ka wena  P u ku i  &  S a mue l  H. E lbe r t  
198 6には、「 ka u ka h i .  n .  Ca no e  wi t h  a  s i n gl e  o u t r i gge r  f l oa t」  
（ p.135）、「 kau l u a .  n vi .  Dou b le  ca no e」 (p.137)の例があるの  
で、 kauを c an oeと理解するのに問題はない。修飾語がなくとも、  
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「 kau」だけで使われていたであろう。  
  引用文は、 K AMAK URA OUT RIGGER CL UB、  
h t tp : / / l e i l a nd .c o m/o u t r i gge r / c o lu mn . s h t ml ? ko da i .h t ml .  
  Co p yr i gh t  ( C)  1 999 -20 02  K AMAK URA  OUT RIGGE R CL UB &  
  L E IL AND INC.に掲載されていたが、今は削除されている。  
205)英語では、「 l」と「 r」は発音が違い、意味が違うが、太平洋諸  
語では、両者に違いはない。「 l ua」で書かれていても「 r ua」で  
書かれていても（さらには、どの地域にいても）、日本語のラ  
行音でルアと発音してよく、意味も同じである。  
  曽て、太平洋諸国・地域での布教の過程で、宣教師たちは、現  
地の言葉を観察記録していた。各々が持ち帰った記録を突き合  
わせると、「 l」で書き記されたものと「 r」で書き記されたもの  
とがあり、当初は、発音 が違えば意味も違う、と思われたが、  
最終的に、発音が違うが意味に違いがない、と確認された。簡  
単に譬えるなら、 sa ku l a、 ko t o l iや mis os h i lu、 l e n kon、 ku l o iと書  
き記されたものと sa kura、 ko t o r iや mis os h i ru、 r en kon、 kur o iと書  
き記されたものは、（字面の通りに読むと）発音が違うが意味  
に違いがないことが確認されたのであった。  
  会話では、「 l」で発音しても「 r」で発音しても支障はないが、  
辞書を編纂するのに、どちらでもいい、両方載せればいい、と  
いう訳にいかず、どの字を使って書くことにするか（どの字は  
使わないことにするか）、表決 (票決、 vo te)に付された。電話や  
無線がない頃、各地（各島々）に派遣された宣教師集団間で相  
談調整されることはなく、結果は、ご覧の通り、ハワイ語は  
「 l」、マオリ語は「 r」、で書かれるが、発音も意味も同じであ  
る (日本語は「 r」で書かれる )。  
  L or r i n  Andr ews  200 3に a l pha be tと題する説明がある（ p p .x i -  
  x i i）。  
  ……T he  co nso n an t s ,  ho we ver ,  p r e se n t e d  a  d i f f e r e n t  p r ob l e m.  As  
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  vi s i t o r s  t o  Hawa i ’ i  i n  t he  f i r s t  t wo  de cade s  o f  t he  n i ne t een th  
  ce n t u r y  gr ad ua l l y  d i sc o ve red ,  ce r t a in  co ns ona n t s  va r i e d ,  n o t  on l y  
f ro m p l ac e  t o  p l a ce ,  bu t  e ven  f ro m s pea ke r  t o  s pea ke r  i n  t h e  s a me  
a r ea .  
  T he se  were  t he  t rou b le s o me  gr oup s :  
          t  - -  k      b  - -  p      l  - -  r  - -  d      v  - -  w  
  In  o the r  wor ds ,  wh e the r  a  s pea ke r  s a id ,  f o r  e xa mp le ,  h a le  o r  h are ,  
t he  word  s t i l l  me an t  hou se .  
  Nat i ve  sp ea ke r s  wer e  c on su l t ed  a ga in  an d  a ga in ,  a nd  t h e  r e su l t s  
  were  t he  sa me :  i t  s i mp l y  d i dn’ t  ma t t e r  wh ic h  o f  t he  s ou nd s  i n  t h e  
g ro up  was  us ed .  
  In  t he  sp o ke n  l a n gu a ge ,  t h i s  va r i a t i o n  p res en t e d  no  d i f f i c u l t i e s .  Bu t  
fo r  co mp i l i n g  a  d i c t i ona r y ,  t h e  p ro b l e m i s  ob v io us :  h o w  doe s  
so meo ne  lo o k  u p  a  word  i f  t he r e  a r e  s e ve r a l  wa ys  t o  sp e l l  i t ?  
  In  1 82 6 ,  t h e  mi s s ion a r i e s  p u t  t he  q ue s t i on  t o  a  vo t e ,  dec id in g  on  k ,  
p ,  l ,  a nd  w  a nd  d i s ca rd in g  t he  o t he r  l e t t e r s ,  exc ep t  t o  wr i t e  f o r e i gn  
bor r owin gs .  
311)小島他（ 1994）の口語訳（ p.135）。  
312)『日本国語大辞典』は、「天鳥船」を「 (「天の」は美称 )鳥が  
飛ぶように速く走る船。あめの鳥船」と説明している（第一巻  
p.543）。  
313)小島他（ 1994）の口語訳（ pp.117-118）。  
314)『日本国語大辞典』は、「天鴿船」を「天鳩船」と表記し、  
  「（鳩のように速く走る船の意）「熊野の諸手船」の別名とさ  
れている船の名」と説明している（第一巻 p.544）。  
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あめのいわふね」と説明している (第一巻 p.541)。  
321)茂在寅男（ 1981） pp.60-62。引用の際の省略個所は、……、で  
示す。以下同じ。  
322)Mar y  K awena  P u ku i  &  Sa mu e l  H.  E l be r t  19 86は、 a ma .  n .  Ou t r i gge r  
f l oa t ;  p o r t  hu l l  o f  a  dou b le  ca no e ,  s o  c a l l ed  bec aus e  i t  r ep l a ce s  t h e  
f l oa t、とする（ p.22）。  
323)語源は、諸説あり、『広辞苑』第 五版は、「【 t ê mpora s ポ ル トガ ル  天麩  
羅】（斎時の意。 t e mp ero（調味料）からともいう）」とする。  
天麩羅は、天婦羅とも書かれる。外来語は、元の表記をそのま  




325)茂在（ 1981） pp.56-59。  
331)茂在（ 1981） pp.62-64。  
332)Mar y  K awena  P u ku i  &  Sa mu e l  H.  E l be r t  19 86 .p .1 63 .  
333)それぞれ、『古事記』（上巻）荻原他（ 1973） p.60、山口他  
（ 1997） p.40、『日本書紀』（神代上、第五段、一書第二）  
  小島他（ 1994） p.38。  
334)文字のない時代、生活共同体には、口伝で、一族の歴史や出来  
事を伝える、後に言うところの、いわゆる「語部」がいた。詳  
らかではないが、世襲 の多かった伝統芸能 同様、世襲的に口伝  
を受け継ぎ、豊富な情報を蓄積したであろう。  
  なお、当然のことながら、各地の神話や歴史を、いわゆる「語  
部 」 一 名 （ 例 え ば 、 稗 田 阿 礼 、 一 名 ） が 記 憶 し 口 伝 す る こ と は 、  
不可能である。  
  『広辞苑』第五版は、語部を「古代、儀式に際して旧辞・伝説  
を語ることを職とした品部 し なべ  。出雲・美濃・但馬などに分布」  
と説明する。（ p.518）  
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341)触覚情報に、アン・サリバンがヘレン・ケラーの手に字を書い  
たことや点字がある。  
401)そ れ ぞれ 、 中 西（ 1978） pp.194-195、 中西 （ 1983） p.257、参 照 。  
402)「天鳥船」「天鴿船」「天磐船」等 は、ドラスティックに語頭  
一文字だけの「天」と略されたこともあった。  
  例えば、『万葉集』 876に、天飛ぶや鳥にもがもや都まで送り申  
して飛び帰るもの、という歌があり、中西 (1978)は、大空をか  
けるよ。その鳥になりたいよ。そうしたら都までもお送りして  
飛び帰りましょうものを、と口語訳している（ p.396）。  
  一見、そつなく訳され、何ら問題がないように見えるが、そう  
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